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No.17 やまぐちの豊かな流域づくり構想 

計画の 

概要 

①計画名、策定年月：やまぐちの豊かな流域づくり構想、平成１５年３月 
②対象流域または対象行政区界： 山口県椹野川 

③策定の枠組み：策定主体 山口県環境生活部環境政策課 

検討主体 やまぐちの豊かな流域づくり推進委員会 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

策定の背

景、目的 

①背景 

『県では上流域の森林から下流域の干潟や海に至るまでの流域全体を捉えて、流

域住民、事業者、関係行政機関などが協働・連携しながら、山口方式として地域の

実情に応じた特色のある流域づくりを進めるため、「やまぐちの豊かな流域づくり構

想」を策定します。 
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 「やまぐち未来デザイン２１」では、「２１世紀に自活できるたくましい山口県の

創造」を基本目標に、「きらめく人」「やすらぎのあるくらし」「にぎわいのある地

域」「はつらつとした産業」の４つの将来像を定めています。本構想は、「豊かな流

域作り」という観点から、この４つの視点で流域全体の将来像を示すと共に、それ

を達成するために、流域の将来像とその達成方策を示すものです。 
つまり、本構想は、関連する個別の計画、事業等を総合的に推進するために、そ

れぞれの実施や見直しに際しての共通の方向性を示すものであり、構想の進行管理

は、これらの計画、事業等を評価するものでもあります。 
また、本構想は、県、関係市町村、住民、事業者、各種団体、ＮＰＯ、大学等流

域に関わりをもつすべての主体が、協働・連携して取り組みを進めるための指針で

もあります。 
やまぐちの豊かな流域づくりを推進するため、１つの河川流域をモデルに構想を

策定することとし、県内の他流域においても、この構想を反映することとします。 
そこで、まず椹野川流域をモデルに構想を策定することとしました。』 

 

②計画の基本理念・目標 

『河川流域全体が健全に保持されることを基本に次の４つの視点で取り組みま

す。 
・「地域づくり」の視点 

・「くらしづくり」の視点 

・「産業作り」の視点 

・「人づくり」の視点 

 

 

 

 

 

 

 

1)流域全体 

・上流から下流までの距離が近く、イカ型の構造をした椹野川流域の特徴や風

土を活かしながら、川にはきれいな水が豊かに流れ、自然やみどりが豊かで、

多様な生物が息づいています。 

・流域に住む人々が流域の自然環境やこの中で育まれてきた歴史や文化に誇り

を持ち、さらにこれらを守り、育み、継承しています。 

・地産・地消により森・川・海の幸などが相互に行き交い、人と物との活発な

交流などにより、地域産業が活性化しています。 

・上・中・下流に住む人々が、それぞれのつながりを意識し、感謝しあいなが

ら、協働して「豊かな流域づくり」のため活動を進めて、人々が豊かな心・

気持ちで暮らしています。 
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 2)上流域 

・仁保、宮野地区等の上流域では、森に広葉樹と針葉樹とが適度に混在し、多

様な樹齢の木があり、森林が保全され、森の生産・保水・治山機能が向上す

るとともに、多様な生物が棲んでおり、カジカやウグイスのさえずりが聞け、

草木等とのふれあいがある「いやし・いこいの場」などとして、様々な森の

恵みを享受できます。 

・また、上流域は、豊かな山の幸や農林産物とともに、椹野川流域の源である

森から湧き出したきれいな水を中下流の人々に贈り続けています。 

3)中流域 

・中流域は、椹野川流域の中心として、人や都市機能が集まっており、流域の

人々の交流や物の循環が進み、地域産業の活性化にも繋がっています。 

・また、上流域からの清流を大切にするとともに、都市用水、農業用水等とし

て上手に使い、十分な生活排水対策などにより、使った水をきれいにして川

に戻し、豊かな清流を守り続けています。 

・河川公園などが整備され、多くの人々が豊かな清流とふれあい、親しみ、さ

らに、魚道等の整備により豊かな生物の棲める環境にもなっています。 

4)下流域 

・二島や名田島などの下流域では、中流域からの清流を農業用水として使い、

引き続き流域の中心的な田園地帯として、上中流へ豊かな農作物を贈り続け

ています。 

・上中流域の取組みなどにより、河口や山口湾には干潟や藻場が再生して、カ

ブトガニなどが生息し、多様な生態系が保全され、豊かな海の恵みを取り戻

しています。 』 

 

③計画期間 

５年程度 

 
現況把握 

 

 

流域（行政区域）の現況 

流域面積 ：３３２．４ｋｍ2 

幹線流路延長：３０．３ｋｍ 

農業用水最大取水量 

：１６．３６０ｍ３／ｓ 

農業用地：２，６００ｈａ 
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課題 

 

 

 

①流域づくりの視点 

・清流の維持と一層の改善 

・水量の確保・保水性の確保 

・廃棄物の不法投棄等による環境汚染の未然防止 

・川の生物の維持・回復 

・流域の生物多様性の確保 

・干潟・藻場の再生 

 

②くらしづくりの視点 

・河川の治水対策の向上 

・水の上手な利用 

・水に親しめる川づくり、人と水のかかわりの回復 

・河川美化の推進 

・歴史的遺産の継承・有効利用 

・自然や地域との関わりの回復 
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 ③産業づくりの視点 

・農林漁業の振興による地域環境の保全 

・地産・地消の促進 

・負荷の少ない循環型農林業の促進 

・農林漁業と商工業の連携、振興による地域産業の活性化 

 

④人づくりの視点 

・流域連携のしくみづくり 

・川を題材とした環境学習、環境教育の推進 

・地域の人材の発掘育成 

・調査研究や情報発信の推進 

 

対策の 

方針 

対策の基本方針 

次の６つを基本方針とする。 
・椹野川の清流（水質）を保全すること 

・椹野川流域内の生物のつながりを取り戻すこと 

・椹野川流域全体の水環境を健全にすること 

・人と川との関わりをつくり、大切にすること 

・椹野川の水を育む、森・農地を守り、地産・地消等により地域産業を活性化す

ること 

・椹野川を軸にした流域連携のしくみをつくること 
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具体的対

策の概要 

①具体的対策の概要 
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 ②実施スケジュール 

個別の施策に短期・中期・長期の 
取り組みを設ける。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③関係主体の連携（推進体制） 

推進体制：やまぐちの豊かな流域づくり推進委員会 
参加主体：流域住民、事業者、関係団体、ＮＰＯ、大学等研究機関、行政 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定時の

住民の関

わり 

①住民アンケート 

住民アンケート、事業者アンケート、小学生アンケート、関係団体・ＮＰＯヒア

リング・アンケートを実施している。 

 

②委員会への参加 

やまぐちの豊かな流域づくり推進委員会の委員として、数グループの民間団体の

代表が参加している。 
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